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1.はじめに 
 図書館を「地域の居場所」として計画すること

が,近年多くの自治体で進められている。その際

内部空間のデザインは,もっぱら本棚と閲覧用の

机・椅子により整備されたこれまでの図書館とは

異なり、より多様な居場所がデザインされる傾向

にあり、現代社会が求める多様性を包摂する寛容

な公共空間が求められていると考えられる。 

太田市美術館・図書館の図書館は、一般的な地

域図書館とは異なり、開かれた地域の居場所とし

て設計され、利用されている。筆者らは一般の図

書館とは異なる多様な姿勢での利用が見られる

ことを明らかにしている。1) 

 このような施設整備に至った理由の一つとし

て、市が一般の図書館とは違う形で、事業の内容

を決定してきたプロセスがあると考える。そこで

本研究では、そのような施設整備に至った経緯を

整理し内容を明らかにすることを目的とする。 

 

2.調査方法 
 太田市の総合計画2)3)から太田市美術館・図書

館の整備に係るような行政の方針・計画などの各

事業計画の内容を確認し、設計プロポーザル内容

とプロセス、ワークショップの内容4)などに施設

計画の内容を確認し動きを把握する。2023年10月

行政担当者に行ったヒアリングによって文化交

流施設に図書館機能を持たせた要因、過程につい

て調査する。 

 

3.太田市美術館・図書館が整備されるま

での過程  
 図1は太田市周辺整備計画、太田市美術館・図

書館計画の内容を時系列的に整理したものであ

る。 

太田市での計画プロセスを整理すると①駅前

再開発策定期間②文化交流施設に図書館を整備

されるまでの期間③プロポーザル後の計画期間

の３つに分けることができる。 

 

3-1. 駅前再開発策定期間  
 駅前の再開発整備として平成8年に太田駅付近

連続交差事業、太田駅周辺土地区画整備事業(図

1.A)が発足され、平成18年には東武鉄道の高架化、

太田駅舎の改修、南北自由通路が開通(図1.B)さ

れ、平成21年には太田駅北口駅前整備事業によっ

て太田駅北口駅前広場の移転整備(図1.C)が行わ

れている。 

平成23年に太田駅近隣の市民会館が老朽化に

よって解体されたことにより、改めて市民が集ま

る文化交流施設建設が平成23年3月都市再生整備

計画(図1.D)で提案される。しかし、行政担当者

とのヒアリングによって当初の計画ではカフェ、

ギャラリーなどが入った文化交流施設を整備す

るという内容である。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1 太田市周辺整備、太田市美術館・ 

図書館計画年表 

平成 29 年 1月
　・太田市美術館・図書館竣工

平成 8年度
 　・太田駅付近連続立体交差事業の発足
 　・太田駅周辺土地区画整備事業の発足

平成 18 年度
　・東武鉄道の高架化、太田駅駅舎の改修
　　南北自由通路開通

平成 21 年度
　・太田駅北口駅前広場の移転整備

平成 26 年度１月
 　・太田駅北口駅前文化交流施設整
　　 備基本方針の策定

平成 25 年度 11 月
　・太田駅北口のにぎわい創出に係る
　　アンケート実施

平成 26 年度 3月上旬
　・公開型設計プロポーザル方式
         第 1 次審査
平成 26 年度 3月下旬
　・公開型設計プロポーザル方式
         第 2 次審査
　・最優秀賞が平田晃久建築設計事務所
         に決定
平成 26 年度 4月上旬
　・業務委託契約

平成 26 年度４月～8月
　・基本設計業務

平成 26 年度 9月～平成 27 年度 1月
　・実施設計業務

平成 26 年度 1月～２月
　・公開型プロポーザル方式の広告開始

平成２６年度 5月～９月
　・基本計画WS第 1回～5回

平成 26 年度 12 月～平成 27 年度 3月
　・基本計画WS第 6回～7回

平成 27 年度 5月～8月
　・運営管理実施計画WS第 1回～3回
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◯第五次太田市総合建設計画にて駅前に広場を
　整備することを決められる。
◯施設建設計画は無し。

◯市内の図書館のサテライト的な位置づけとされる。
◯従来の複合型公共施設の概念を一新。
◯各施設・各機能を有機的に連携させる。
◯アンケートで得た市民の意見を計画に取り込む。

◯人の流れ・快適性・魅力づくり、事業性、
　プロジェクトマネジメントが提案内容となる。
◯市民・行政と一体となって柔軟かつ高度な
　発想を求める。
◯施設利用者が今までの公共施設とは異なる
　自由な活動を誘発させる外観が選定理由。
◯市民の考えを反映しやすい施設。

◯毎回テーマを決め、そのテーマに対して平田氏が提示する
　複数案から一つ選択し決めていく。
◯そこから市民が「したいこと」の総意を踏まえ、形式的に
　ならないよう設計者、行政職員は関与せず事後的に崩さな
　いことが条件となり基本設計を行う。
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平成 23 年度
　・文化交流施設建設が計画される

◯太田市都市再生整備計画にて文化交流施設建設
　が計画される。
◯平成 25 年には利便性のよい施設設備を追及
　すると挙げられる。
◯カフェ、ギャラリーなどが入った文化交流施設
　施設を計画される。
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3-2.文化交流施設に美術館・図書館を整

備するまでの期間  
 市民が集まりやすい駅前に人を呼び込む核と

なる文化交流施設として、市は図書館を念頭され

ていることが太田駅北口の賑わいに係るアンケ

ート(図1.E)で見受けられ、実施場所が市内４館

の図書館で行われ、図書館としての機能について

意見を求めている。結果として、市民は従来の図

書館より気軽に利用・滞在する居場所が求められ

ている。 

 平成26年に地方都市リノベーション推進施設

事業によって、太田駅北口駅前文化交流施設整備

基本方針の策定(図1.E)が発表され、既存する図

書館と比べ、より敷居の低いサテライト的な位置

付けとし、情報や知識の収集として使う既存の図

書館の概念にとらわれることなく、「時間と場所

の提供」、「本ではなく人が動く仕組み」に重点

を置いた。日常的に図書館を利用していない層を

取り込み、戦略的に既存図書館の活性化へ繋げて

いく計画がされている。5） 

 
3-3.プロポーザル後の計画期間 
 設計プロポーザルの広告6)では人の流れ、快適

性・魅力づくり、事業性、プロジェクトマネジメ

ントが提案内容(図1.F)とされており、市民と行

政が一体となった柔軟な設計が求められている。 

 設計プロポーザル総括7)では、平田氏の選定理

由として、今までの公共図書館とは異なる自由な

活動が誘発するように考えられ、市民の考えも反

映されることが期待されるものである。 
 

4.WSによるプロポーザルの変化 
太田駅北口駅前文化施設ワークショップ報告 
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決定を行う。施設で求められる使われ方が市民の

意見が軸となっているため、「子供が座って読め

る工夫(図2.A)」、「巡回する本棚(図2.B)」「普
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新たな図書館として計画されている。 

 
5.太田市美術館・図書館の管理運営基本

方針 
 平成27年管理運営実施計画8)にて、既存の図書

館とは異なる新たな文化創造の場として管理さ

れ、テーマ性の高い選書と配架計画、貸出カード

の独自管理、市立図書館の管理を行っている学習

文化課ではなく、美術館・図書館という独自の管
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6.まとめ 
 文化交流施設に図書館を整備決定の段階から

図書館計画として始まるのではなく、地域の居場

所として計画され、賑わいを創出する施設として

考えられている。市民の総意を平田氏が施設とし

ての自由度を持った空間として計画され、管理方

針を策定してきたことがわかる。 

 今後は、プロポーザル選定から竣工するまでの

変容を明確にするため、設計者へのインタビュー

を行い、より施設の全容を明らかにすることを課

題とする。 
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WS前半基本計画
第一回
・ゾーニングスタディの
   選択抽出
・計画と空間の理解

第二回
・3案のゾーニングの選択
・箱のサイズを実寸で体験

第三回
・箱の個数を選択
・箱の配置の検討

第四回
・全体の配置計画
・配置計画の選択抽出

第五回
・最終案の報告

第六回
・街歩き

第七回
・実施設計の報告
・今までの設計WSまとめ
・運営方針の紹介
・施設の使い方についての
　要望抽出

×
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設計者の選択肢
作成

グループに分かれ
利用者の検討
意見交換

公開 選択

設計者の選択肢
作成

グループに分かれ
利用者の検討
意見交換

公開 選択

公開 選択

設計者の選択肢
作成

グループに分かれ
利用者の検討
意見交換 運営管理に向けた方針検討

エクステリアの検討

WS後半運営管理実施計画
第一回
・施設運営の
   イメージ共有
・空間ごとの選書

第二回
・具体的なイメージ
   を形成
・市民による施設運営
    の共有

第三回
・オープニングイベント
   体験

施設運営方針の検討 施設イベントの体験

A・ ・ ・

B・ ・ ・

図2. WS の流れ 
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